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日光茅ボッチの会

今年の茅ボッチ（10/17）

 これまで土呂部の皆さんが代々大切に守ってきた土呂部の茅場は、秋には茅ボッチの立
ち並ぶ美しい風景を創り出し、「とちぎのふるさと田園風景百選」にも選定されました。
また、茅場は今では限られた場所でしか見られなくなった多くの貴重な植物を育み、初
夏から秋にかけて草原の花々で彩られます。
 この美しい草原を守っていくため、平成 25 年の秋に発足したのが「日光茅ボッチの会」
です。趣旨に賛同する18名のメンバーが、毎月二回の定例活動日にさまざまな活動を行っ
ています。
 日光茅ボッチの会では、皆さんの全面的なご協力をいただきながら、大切な茅場を守り
茅ボッチづくりのお手伝いをさせていただきます。
 会の活動の様子を地元の皆さんにお伝えするため、不定期にはなりますが、この「茅ぼっ
ち便り」を発行することとしました。今回は、会の今年の取り組みを中心にご紹介します。

かつては全国の草原に自生していた　　　　。現在では全国的に最も減少が著し
い種の一つとなった。（国レッドデータ　絶滅危惧 IB 類）

　　　　　　明るい乾いた草原で見られる代表的な花の一つ。盛夏、オレンジ色
の美しい花を咲かせる。　（国レッドデータ　絶滅危惧Ⅱ類）
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低木伐採と搬出（5/2)

■低木の伐採と搬出
日光茅ボッチの会の活動初年となる今年は、茅場
の一部で広がった低木の伐採から始めました。低
木を放置しておくと、いずれ森になり草原が消滅
してしまうからです。

■新たな草刈り範囲の拡大
しばらく草刈りをしていなかったところも、森に
ならないよう、できるだけ草刈りと低木の伐採を
進めました。
今年は、ニッコウキスゲが咲く一帯を重点的に実
施し、一部は低木も搬出しました。
草刈りは日光霧降にあるチロリン村の有志が全面
的に手伝ってくれました。

茅場の保全活動

電気柵を設置する場所の草刈り (7/19)

新たな場所の草刈り (10/17)

電気柵の杭を設置する (10/17)

電気柵の出入口ドアの設置 (8/30)

■電気柵の設置準備　
近年、草原の植物がシカの食害で食い荒らされる
ようになってきました。毎年咲いていたニッコウ
キスゲも、今年は多くの蕾がシカに食べられてし
まい、ほんの少ししか咲きませんでした。
このため、草原の周囲を電気柵で囲い、食害から
美しい草花を守る取り組みを進めています。
これから積雪期になるので今年は杭だけを打ち込
みました。電線を張って電気を流すのは来年の春
からを予定しています。
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東大日光植物園と絶滅危惧植物調査（6/23)

■植物調査
土呂部の草原には全国的にも見られなくなった多
くの絶滅危惧植物が自生しています。また栃木県
内では土呂部にしか見られない植物も何種類もあ
ります。これらの希少な植物について東大日光植
物園と一緒になり、調査を継続して行っています。
今年は絶滅が心配されている何種類かの植物の開
花を確認することができました。

自然観察会（6/21)

スノーシュー自然観察会（2/11)

■自然観察会の開催
会員を対象に、土呂部の素晴らしい自然を知る観
察会を行いました。いずれは多くの植物愛好者が
参加できるイベントに発展させていきます。

茅ボッチづくり 調査や研究

■茅ボッチづくり
会員の山口聖治さんやお母さんのスギヨさんなど
に教えていただきながら、9月下旬～ 10 月上旬の
4日間で、茅刈りと茅ボッチづくりを行いました。
今年はここしばらく草を刈っていなかった草原の
一部にも範囲を広げ、約 7反歩 (70a) の茅場にボッ
チを立てることができました。
会員の他、さまざまなボランティア活動やお祭り
などにも参加している宇都宮大学の学生サークル
「さとびと」のメンバーや、江戸川大学の市民講座
に参加した千葉県民も手伝ってくれ、延べ 50 人が
茅ボッチづくりに汗を流しました。

今年、新たに茅ボッチが立ちました（10/9）

宇大生が楽しいボッチを作ってくれました（10/4 ）

千葉県にある江戸川大学の市民講座参加者 20 名が茅ボッチづ
くりに初挑戦（9/29)
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日光市萩垣面 2440-270   飯村方　〒 321-1414
℡ 090-7000-9029
Email   nikko@kayabotti.jp
郵便振替口座 : 
　 日光茅ボッチの会　00160-5-386743

■後記
今年は会発足後、初めての茅ボッチづくりとなりました。実
践してみて、これまでこの茅場を維持されてきた地元の皆さ
んのご苦労のほんの一部を理解できた気持ちです。また、春
から夏にかけて咲くさまざまな花々で彩られる一方、シカに
食べられたたくさんの蕾もあり、できるだけ早く守らなくて
はならないと、想いを新たにしました。　（飯村）

茅場－四季の風景


